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トヨシロで121.7％、ニシユタカで126.9％の
増収を示した作物別製品群を有する葉面散布剤

東海物産株式会社は葉面散布剤「ニュートリバ

ント・プラス」シリーズを展開している。窒

素成分の有無や好む窒素形態、リン酸とカリの要求

量など、作物別に設計された製品群は、葉の表側や

裏側を問わず、従来の葉面散布剤の10倍以上の養分

量を緩やかに供給することで、作物の光合成と呼吸

を活性化し、根からの養水分吸収を促進させる。こ

うした好循環で作物の増収や品質の向上に密接に結

びつける。

ジャガイモをはじめとするイモ類専用の「ニュー

トリバント・プラス・ポテト（以下NVP）」は、保

証成分に水溶性リン酸43％、水溶性カリ28％、水溶

性苦土２％、水溶性マンガン0.2％、水溶性ホウ素

0.5％、効果発現促進材として亜鉛0.2％を含む。30～

45r/10aの水に粉末のNVPを30倍（１～1.5o）で

溶解し、初回は萌芽期から着蕾期にかけて、２回目

はそれから14日後の開花期に散布する。塊茎数の増

加が目的の初回に対し、２回目は塊茎の肥大を狙

う。栽培期間が長いようなら３回目を加えてもよく、

その際は２回目の14日後に散布するのが望ましい。

また、生育後期に葉の様子を見て、尿素を１％程度

の希釈率で混入し、NVPと同時に散布すると、尿素

単体より効果が大きくなる。ちなみに、窒素成分が

不要と考えられる場面ではNVP単体で使用すればよ

いよう、あえて窒素をゼロにしている。

今回、三重県鈴鹿市の藤井農場で秋作のトヨシロ

とニシユタカを対象にNVPの散布試験を行なった。

2010年９月20日に植え付けを済ませた後、11月７日
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図1：トヨシロのサイズと10a当たり換算重量
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図2：ニシユタカのサイズと10a当たり換算重量
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写真１：トヨシロの試験区。棒から左が対照区、右が散布区。散布区の葉の密度が高いのがわかる
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に１回目の散布、同月28日に２回目と続け、収穫は

12月27日に実施した。その結果、散布区が対照区を

上回り、トヨシロで121.7％（図１、写真１）、ニシ

ユタカ（図２）で126.9％の増収を示した。前述のと

おり、１回目で塊茎数を増やし、２回目でその肥大

を進めたことがここにつながったと考えられる。今

後、検証数をさらに上積みし、品種別にデータを収

集していく必要があるが、本試験では予期していた

成果を得ることができたといえる。他作物用のニュ

ートリバント・プラスシリーズの事例と今回のNVP

の結果を総合すると、約３週間の肥効によって従来

の葉面散布剤の使用適期ほど厳格ではないにせよ、

萌芽期～着蕾期に1回目、開花期に２回目の散布とい

うジャガイモの生育ステージにおける重要なタイミ

ングを外さないことで、多くのケースで増収が見込

めると考えられる。もう一つ注意事項を挙げるとす

れば、NVPの散布前には使用する水のpHを確認した

い。葉面散布ではpHが5.0～6.0のときに最も高い効

果が得られる。一部地域で夏場に井戸水や農業用水

を使用する場合、pHが7.0を超えることがある。こう

したときはpHを下げることを勧める。

なお、ニュートリバント・プラスシリーズの基本

思想として、特定の生育ステージで根からの養分吸

収が追いつかず、葉中の養分量が低下した“隠れた

欠乏症”（図３）を改善することによって作物本来

の能力を引き出す。さらに、土壌が過湿、あるいは

過乾燥、病害に冒されたときなど、根の活性が衰え

た場合にも養水分の吸い上げを促し、生育を回復さ

せる。このような養分を緩やかに大量に吸収させる

ことを可能にしているのがニュートリバント・プラ

スシリーズに共通する技術である。養分は細胞間の

スペースに分け入り、組織を傷つけることなくクチ

クラ層を通ってゆっくり吸収される。そして、養分

を完全に吸収・固定し、肥効を約３週間持続させた

後、分解される。この技術はイスラエル国立ベン・

グリオン大学で研究され、特許も取得している。

2001年に開かれた葉面施肥の国際シンポジウムでの

発表以降、この分野ではそれまで障壁となっていた

事象を突破した技術として認知され、世界の主たる

農業国のさまざまな作物で増収の実績を挙げている。

既存の葉面散布剤と比較しても、必要散布回数が

少なく、肥料成分当たりの単価も低いため、低コス

ト増収に役立つ有効な資材の一つと考える。

寄稿：東海物産株式会社
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